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この度、現代美術のホテル型アートフェア「ART in PARK HOTEL TOKYO 2019」(略称 AiPHT 2019 / アイファット
2019)を、2019年3月9日(土)・3月10日(日) [プレビュー 3月8日(金)]の日程で、パークホテル東京(汐留)にて開催いた
します。 
「AiPHT 2019」では、総勢42ギャラリー（東京：15軒、東京以外：21軒、台湾：3軒、韓国：3軒）がラインナップ、
内9軒が初出展です。 

当フェアの特徴の１つ目は、東京以外を拠点とするギャラリーが数多く出展する点です。東京ではなかなかご覧頂く機
会の少ない作家・作品を、少数精鋭の質の高いプレゼンテーションでご紹介します。2つ目は自宅でのアートコレクショ
ンをイメージし易い点です。各ギャラリーがホテル客室に工夫を凝らし、親密な空間にて作品との出会いを演出します。

また、出展作品は若手注目作家から、国際的に活躍する著名作家の絵画・彫刻・版画・写真に限らず空間全体を使っ
たインスタレーションまで、幅広くご紹介します。 

さらに今回注目すべきは、近年国内の主要な美術館で研究・評価がされている「1980年代」を展示テーマの1つに挙げ
ている点です。80年代の日本の美術シーンを象徴する作家作品も多数出展される予定です。 
あなたにとって特別な作品が見つかる絶好の機会「ART in PARK HOTEL TOKYO 2019」是非お見逃しないよう、皆様
のご来場お待ちしております。 

フェア概要 

開催日時                   2019年3月8日(金)ー10日(日) 
プレビュー                3月8日(金) 14:00ー21:00 ※招待客・プレス関係者のみ 
一般公開                   3月9日(土) 12:00ー21:00 
                                 3月10日(日) 12:00ー19:00  
                                 ※入場はフェア終了の一時間前まで 
フェア会場                パークホテル東京26階・27階 
　　　　　　　　　  〒105-7227 東京都港区東新橋1丁目7番1号 汐留メディアタワー （フロント25階） 
                                  T. 03-6252-1111（代表）U. parkhoteltokyo.com 
出展ギャラリー数     42 
入場料                  　 ¥1,500/1 Day Pass  
　　　　　　　　　  ※小学生以下は無料。但し必ず保護者同伴下さい。 
                                  ※チケットはホテル26階のフェア受付にてお買い求め下さい。      
共催                       　一般社団法人日本現代美術振興協会、パークホテル東京 
協賛                      　 寺田倉庫、TERRADA ART ASSIST 株式会社、アサヒビール株式会社、グレンドロナック、 
　　　　　　　　 　 (株)ライブアートブックス、イリカフェ社、株式会社WASARA 
後援　　　　　　　  ワンピース倶楽部、 パトロンプロジェクト、アートのある暮らし協会 
メディアパートナー   イープラス、Art Scenes（アートシーンズ） 
パートナーイベント　アートフェア東京2019、3331 ART FAIR 2019 
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GALLERY

2607 橘画廊

2608 アートコートギャラリー 2609 画廊香月 2610 +Y Gallery 2614 MARUEIDO JAPAN 

2615 Gallery Shilla 2616 ノートギャラリー 2617 CRISPY EGG Gallery 2618 YIRI ARTS 

2619 ギャラリーヤマグチ クンストバウ 2701 Aki Gallery 2702 Der-Horng Art Gallery 2703 TEZUKAYAMA GALLERY 

2704 ギャルリー東京ユマニテ 2705 Gallery Chosun 2706 COHJU contemporary art 2707 みうらじろうギャラリー 

2708 Nii Fine Arts 2709 ジルダールギャラリー 2710 AF-LABO 2714 西村画廊

2604 studio J 2605  ギャラリー風 2606 アイン ソフ ディスパッチ
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2715 双ギャラリー 2716 GALLERY2 2717 CREATIVE SPACE HAYASHI 2718 MORI YU GALLERY

2719 Sansiao Gallery 2720 ART OFFICE OZASA 2721 YUKI-SIS 2723 Ｍ画廊

2724 LAD GALLERY 2725 MEM 2726 ギャラリー椿 2727 RISE GALLERY

2728 GALLERY APA 2729 ギャラリーノマル 2730 FINCH ARTS 2731 MA2Gallery

2732 サイギャラリー 2733 gallery a-cube
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特別展示： 
PREVIEW AiPHT(プレビュー・アイファット) 
AiPHT2019開催に先立ち、フェア出展アーティストの作品をパークホテル25階ロビーフロア、31階アーティス トフロ
アにて展示、紹介するプログラム。 絵画や写真、立体など、様々なジャンルのアーティストによるバラエティに富んだ
作品群により、フェアの雰囲気をいち早く体験していただけます。 

出展作家：浅野綾花、阿波野由起夫、伊藤大朗、大洲大作、加藤智大、キム ドゥハ、小林孝亘、竹内義郎、 
                  谷本真理、  時松としこ、八太栄里、服部知佳、藤崎了一、堀越千秋、安元亮祐、森村泰昌、柳田有希子 
会期：2月18日(月)- 3月10日(日)  11：00－20：00（会期中無休）  
会場:：パークホテル東京 ロビー(25F)& アーティストフロア(31F) 
入場料:：無料 
協力： 橘画廊、studio J、GALLERY APA、サイギャラリー、TEZUKAYAMA GALLERY、ギャラリー風、西村画廊、 
　　　 +Y Gallery、FINCH ARTS、CREATIVE SPACE HAYASHI、Sansiao Gallery、ギャラリー椿、 
            MARUEIDO JAPAN、画廊香月、双ギャラリー、YUKI-SIS 

トーク： 
「バック・トゥー・ザ・80年代美術」 
美術ジャーナリストで画家、そしてBankARTスクール校長の村田真氏をゲストに、1980年代の日本のアートシーンを
振り返り、語っていただきます。 
この時代を最もつぶさに、日本の現代美術を見つめ、言葉に置き換え、社会に発信してきた村田真氏。その辛辣な視点
とまなざしで、80年代アートを検証し、考察していただきます。 

日時：3月10日(日) 13:30- 
会場：パークホテル東京 26階ブルールーム 
ゲスト：村田真（美術ジャーナリスト） 
聞き手：加藤義夫（加藤義夫芸術計画室・一般社団法人 日本現代美術振興協会理事） 
入場料：無料（但し、フェア入場料1500円が別途必要） 
定員：30名 
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トーク： 
「アート×ホテル」新たなブランドの創造 
今までホテルにとって「装飾品」であったアートを新たな付加価値にし、今やアートホテルの認知度を獲得したパー
クホテル東京のリブランディングについて、アートをビジネスの柱に据えたコンセプトや様々な方々が関わった取組
み内容をお話しします。 

日時：3月9日(土) 13:30- 
会場：パークホテル東京 26階ブルールーム 
登壇者：藤川欣智（パークホテル東京ブランディングマネージャー） 
              吉原真奈（パークホテル東京チーフコンシェルジュ） 
入場料：無料（但し、フェア入場料1500円が別途必要） 
定員：30名 

関連イベント： 
対話型鑑賞プログラム「アート作品と気軽に会話をしましょう！」 
ホテル会場内で“対話型鑑賞”を開催いたします。 

Vol.1 “ホテル型対話学習を体験” 
DAY1　3月9日(土) 16:00-18:00（受付 15:30) 
DAY2　3月10日(日）10:00-12:00（受付 9:30） 

Vol.2 “レゴブロックを使って現代美術を楽しもう” 
DAY1　3月9日(土) 10:00-12:30（受付 9:30) 
DAY2　3月10日(日) 16:00-18:30（受付 15:30） 

常設展示 32階 Corridor Gallery 32 パラリンアート ミュージアム展 

常設展示 31階 アーティストルーム公開 
海外ゲストからも評価されている“アーティストルーム”。 
実際に泊まれるアート作品のお部屋を一部公開いたします。
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ART FAIR TOKYOとの連携 : 
 共通チケットと周遊バス 
「AiPHT 2019」と同時期に、近隣では「アートフェア東京2019」(有楽町)と「3331 ART FAIR 2019」(外神田)にてアー
トフェアが開催。この機会に、前売り限定のお得なチケットと便利な無料周遊バスを利用して複数のアートイベントを
効率的に廻るのもオススメです。 

チケット1：「AiPHT 2019 2日間通し券」 ¥2,500(税込) 
AiPHT 2019をじっくり楽しむなら所要時間は休憩を入れて4時間前後が理想的です。気になった作品を翌日再度確認し
たくなる可能性も大いにあります。AiPHT 2019へ2日に渡って来場する可能性のある方はこちらのチケットがおすすめ
です！ 
チケット2：「東京アートパスポート」 ¥6,500(税込) / 3会場有効 
AiPHTと同時開催しているアートフェア「アートフェア東京2019」と「3331 ART FAIR 2019」の3会場に入場できる
アートパスポートを発売中。個別で購入すると、8000円するところ、1500円もお得です。 

無料シャトルバスでアートスポットを巡って、 
東京のアートシーンを満喫しよう！ 
AiPHT 2019と同時期に開催されている「アートフェア東京2019」
など5つのアートスポットを巡る無料周遊バスが3月8日(金)～10
日(日)の期間で運行予定です。この機会にぜひご利用ください。 
順路：東京国際フォーラム（有楽町）→ ザ・ペニンシュラ東京（丸
の内）→ 寺田倉庫T-ART HALL（天王洲）→ AiPHT（汐留）→ 
住友不動産六本木グランドタワー駅前広場（六本木一丁目）

スペシャルラウンジ 
「グレンドロナック」・「イリー」特別展示・有料試飲 
フェア会期中、26階では、1826年創業のスコットランドでも歴史ある蒸溜所の１つ「グレンドロナック」とイタリア
ンエスプレッソの殿堂「イリー」によるスペシャルラウンジを設けます。 
グレンドロナックより、フルーティーさとビターのバランスの良いハイランドシングルモルトウイスキー「グレンドロ
ナック12年」の特別価格での試飲を、イリーからは、アーティストとのコラボレーションカップの展示を行います。 
ウイスキーとコーヒーの芳醇な薫りに包まれたラグジュアリールームでぜひお寛ぎください。 

会期：8日(金)14:00-21:00 ［L.O. 20:30］ 
　　    9日(土) 12:00-21:00 ［L.O. 20:30］ 
　　　10日(日)12:00-19:00 ［L.O. 18:30］  
会場：パークホテル東京 26階スカーレットルーム  
入場料：無料(但し、フェア入場料1500円が別途必要)  
協賛：アサヒビール株式会社、グレンドロナック、イリカフェ社 
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特別ご試飲 
・グレンドロナック12年 ¥1,000/杯  シャンパーニュ マッセブリュット ¥1,000/杯 
・イリーエスプレッソ ¥500他、ソフトドリンクもご用意しております 
* 20歳未満の方、お車でお越しの方へのお酒のご提供は遠慮させていただきます。

運営：一般社団法人日本現代美術振興協会 
代表理事：森裕一 / MORI YU GALLERY 
副代表理事：井上佳昭 / Yoshiaki Inoue Gallery 
理事：林聡 / ギャラリーノマル 
　　　石田克哉 / MEM 
　　　加藤義夫 / 加藤義夫芸術計画室 
　　　八木光恵 / アートコートギャラリー 
　　　細川佳洋子 / ギャラリーほそかわ 
　　　山口孝 / ギャラリーヤマグチ・クンストバウ 
監事：松尾良一 / TEZUKAYAMA GALLERY 

事務局：宮本典子 / フェアマネジャー 
              鈴木香澄 / アシスタントマネジャー 
              山岸青葉 / アシスタントマネジャー 
              川西遥 / アシスタントマネジャー 
              宮下和秀（MUG）/ エキシビターリレイションズ 

協力：笹岡克彦（ノマルグラフィック）/ 広報物デザイン 
　　　境隆太 / WEB・システムデザイン 
　　　待夜由衣子 / 写真撮影 
　　　長坂有希 / 翻訳


